
プロボクシングＷＢＯ世界ミニマム級チャンピオンの田中恒成選手（経済学部2年）が、
１２月３１日のタイトルマッチで６回ＫＯ勝ちし、王座を守った。会場の愛知県体育館には学
生、教職員、同窓生ら１００人余りが駆け付け、声援を送った。

田中恒成選手　ＫＯで初防衛　（p.11）
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学術とスポーツの真剣味の殿堂たれ
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本
学
と
豊
田
市
の
包
括
協
定
に

基
づ
く
連
携
事
業
が
、２
０
１
５
年

度
は
環
境
、社
会
福
祉
、ス
ポ
ー
ツ
、

選
挙
啓
発
、広
報
な
ど
多
様
な
分
野

の
27
事
業
で
行
わ
れ
た
。包
括
協
定

は
当
初
、今
年
度
ま
で
３
年
間
の
予

定
で
始
ま
っ
た

が
、連
携
事
業
の

成
果
を
踏
ま
え
、

２
０
１
６
年
度
以

降
も
継
続
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
い

る
。

　

包
括
協
定
は
、

教
員
や
学
生
な
ど

の
人
材
や
大
学
施

設
を
積
極
的
に
豊

田
市
に
提
供
し
、

地
域
活
性
化
に
貢

献
す
る
の
を
目
的

に
２
０
１
３
年
３

月
に
締
結
さ
れ

た
。本
学
の
ほ
か
、

豊
田
市
内
に
キ
ャ

ン
パ
ス
を
持
つ
愛
知
学
泉
大
学
、愛

知
工
業
大
学
、日
本
赤
十
字
豊
田
看

護
大
学
、豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校

の
４
校
も
同
時
に
調
印
し
、各
校
共

通
の
事
業
と
本
学
単
独
の
事
業
の

両
方
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

本
学
の
単
独
事
業
は
多
彩
だ
。昨

年
７
月
、豊
田
市
と
米
国
デ
ト
ロ
イ

ト
市
の
姉
妹
都
市
提
携
55
周
年
の
記

念
式
典
で
、国
際
英
語
学
部
の
森
山

真
吾
講
師
の
ゼ
ミ
生
が
通
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
。ス

ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、ア
ス
リ
ー
ト
が

小
学
生
に
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
伝
え
る
、豊
田
市
・
ト
ヨ
タ
自

動
車
と
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の「
夢

　

中
京
大
学
と
台
湾
・
嘉
義
市
の
国

立
嘉
義
大
学
は
昨
年
12
月
14
日
、学

術
の
協
力
と
交
流
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
た
。安
村
仁
志
学
長
が
訪

台
し
調
印
し
た
。台
湾
の
研
究
機
関

と
本
学
の
社
会
科
学
研
究
所
と
の

長
年
の
研
究
交
流
の
実
績
は
あ
る

が
、台
湾
の
国
立
大
学
と
協
定
を
結

ぶ
の
は
初
め
て
。

　

本
学
と
嘉
義
大
は
、中
京
大
学
附

属
中
京
高
校
の
前
身
で
あ
る
中
京

商
業
学
校
と
嘉
義
農
林
学
校
の
野

　

調
印
式
に
は
、本
学
専
任
教
授

だ
っ
た
陳
全
壽
・
台
中
市
市
政
顧
問

（
元
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
）が
同
席
し
た
。

本
学
体
育
学
研
究
科
で
博
士
課
程

を
修
了
し
た
国
立
台
湾
体
育
運
動

大
学
の
唐
詩
陽
が
通
訳
を
務
め
た
。

　

国
立
嘉
義
大
学
と
の
間
で
は
、昨

年
９
月
に
梅
村
学
園
の
梅
村
清
英

理
事
長
ら
が
台
湾
の
現
地
を
訪
問

し
、両
大
学
の
学
術
交
流
協
定
の
締

結
に
向
け
た
協
議
を
始
め
る
こ
と

で
合
意
し
た
。昨
年
11
月
に
は
、嘉
義

市
の
候
崇
文
副
市
長
ら
が
中
京
大

学
を
訪
れ
、大
学
同
士
の
交
流
促
進

を
要
望
し
て
い
た
。

の
教
室
」で
、青
戸
慎
司
・
陸
上
競
技

部
監
督
ら
が
講
師
を
務
め
た
ほ
か
、

地
域
で
は
学
生
ら
に
よ
る
ダ
ン
ス

や
球
技
な
ど
の
指
導
も
し
て
い
る
。

　

選
挙
啓
発
で
は
昨
年
、総
合
政
策

学
部
の
市
島
宗
典
准
教
授
の
ゼ
ミ

生
が
、小
学
生
向
け
の

「
選
挙
出
前
ト
ー
ク
」

を
豊
田
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
提
案
し
て

い
る
。こ
う
し
た
活
動

を
背
景
に
、今
年
２
月

の
豊
田
市
長
選
で
は
、

市
選
管
が
本
学
豊
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
期
日

前
投
票
所
を
設
置
し
、

現
代
社
会
学
部
の
松

谷
満
准
教
授
の
ゼ
ミ

生
が
投
票
管
理
者
と

立
会
人
を
務
め
る
。ま

た
、市
広
報
紙
の
レ

ポ
ー
タ
ー
を
現
代
社

会
学
部
の
学
生
が
１

年
間
務
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

佐
野
文
彦
・
中
京
大
学
事
務
局
次

長
は「
今
後
は
包
括
提
携
し
て
い
る

大
学
同
士
の
連
携
も
強
め
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
い
る
。

球
部
が
、１
９
３
１
年
夏
の
甲
子
園

大
会
に
出
場
し
、決
勝
戦
で
対
戦
し

た
縁
が
あ
る
。こ
の
実
話
を
基
に
し

た
台
湾
映
画「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」が
一
昨

年
末
に
公
開
さ
れ
た
の
を
き
っ
か

け
に
、大
学
間
の
協
定
の
話
が
動
き

始
め
た
。

　

調
印
に
あ
た
り
、安
村
学
長
は

「
甲
子
園
大
会
の
決
勝
戦
で
対
戦
し

て
か
ら
、１
世
紀
近
く
の
時
を
経

て
、大
学
同
士
の
協
定
を
締
結
で
き

る
こ
と
は
非
常
に
感
慨
深
い
。播
か

れ
た
種
が
芽
を
出
し
た
。豊
か
に

育
っ
て
い
く
よ
う
力
を
注
い
で
い

き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

ま
た
、嘉
義
大
の　

群
副
学
長
は

「
と
も
に
総
合
大
学
と
な
っ
た
両
校

が
こ
れ
か
ら
学
術
交
流
や
学
生
交

流
に
向
け
て
具
体
的
な
調
整
を
始

め
た
い
。安
村
学
長
が
話
さ
れ
た
学

校
法
人
梅
村
学
園
の『
建
学
の
精

神
』は
実
に
素
晴
ら
し
い
。さ
っ
そ

く
野
球
の
交
流
試
合
を
実
現
さ
せ

た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

85
年
前
の
甲
子
園
対
決
が
縁

社会福祉、選挙啓発、広報…

安
村
学
長　
「
豊
か
に
育
て
る
」

　

副
学
長　
「
野
球
の
交
流
を
」

チ
ュ
ン 

ア
イ

「選挙出前トーク」を提案する学生たち（昨年８月）

協定書に調印した安村学長（左）と　副学長
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卒
業
を
控
え
た
４
年
生
が
大
学

で
の
学
び
を
締
め
く
く
り
、社
会
に

出
る
備
え
を
す
る「
卒
業
前
教
育
」

が
、昨
年
秋
学
期
か
ら
全
学
共
通
科

目
と
し
て
始
ま
っ
た
。８
学
部
の
34

人
が
受
講
し
て
い
る
。

　

卒
業
前
教
育
は
、安
村
仁
志
学
長

が「
大
学
で
何
を
学
ん
だ
の
か
、そ

の
学
び
を
社
会
で
ど
う
生
か
す
の

か
を
学
生
に
考
え
て
も
ら
う
機
会

を
作
り
た
い
」と
提
案
し
、「
教
養
探

究
ゼ
ミ
」と
し
て
安
村
学
長
、国
際

教
養
学
部
の
楠
美
順
理
教
授
、明
木

茂
夫
教
授
が
担
当
。入
学
予
定
者
や

入
学
後
の
学
生
を
対
象
に
し
た
初

年
次
向
け「
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
」

は
一
般
化
し
て
い
る
が
、総
合
大
学

の
卒
業
前
教
育
は
珍
し
い
。

　

安
村
学
長
の
ゼ
ミ
は
７
学
部
の

19
人
が
受
講
す
る
。１
グ
ル
ー
プ
６

〜
７
人
に
分
か
れ
、「
い
ま
大
学
や

学
生
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
」

「
大
学
の
起
源
と
現
在
の
学
び
」な

ど
を
共
通
テ
ー
マ
に
調
査
、発
表
し

て
い
る
。様
々
な
学
部
の
学
生
が
異

な
る
視
点
、意
見
に
触
れ
な
が
ら
自

分
の
考
え
を
ま
と
め
、大
学
で
の
学

び
を
総
括
し
て
い
る
。

　

11
月
30
日
の
講
義
で
は
、イ
ソ
ッ

プ
寓
話「
京
の
ネ
ズ
ミ　

田
舎
の
ネ

ズ
ミ
」を
題
材
に
し
、世
界
の
都
市

部
と
農
村
部
の
生
活
の
違
い
に
か

か
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、学
生
同
士

が
意
見
交
換
し
た
。ま
た
、戦
国
大

名
の
毛
利
元
就
が
１
５
５
７
年
に

説
い
た「
３
本
の
矢
の
教
え
」は
、イ

ソ
ッ
プ
寓
話
や
中
国
語
訳
さ
れ
た

旧
約
聖
書
が
関
係
し
て
い
る
か
、と

の
問
題
を
例
に
、知
識
を
基
に
推
理

す
る
総
合
的
な
も
の
の
見
方
、考
え

る
力
の
大
切
さ
を
伝
え
た
。受
講
生

の
一
人
、北
村
彩
夏
さ
ん（
国
際
英

語
学
部
）は「
教
養
の
大
切
さ
や
自

分
が
学
ん
だ
意
義
を
再
認
識
で
き

て
い
る
」と
話
し
て
い
た
。

　

明
木
教
授
の
ゼ
ミ
で
は
、学
生
が

選
ん
だ
超
常
現
象
の
真
偽
を
検
証

し
、科
学
的
な
考
え
方
を
身
に
付
け

て
い
る
。楠
美
教
授
の
ゼ
ミ
は
、文

章
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、レ

ポ
ー
ト
を
学
生
同
士
で
指
摘
し

合
っ
て
い
る
。

　

書
道
部
の
阿
知
和
紘
子
さ
ん（
総

合
政
策
学
部
４
年
）と
野
原
麻
愛
さ

ん（
国
際
教
養
学
部
３
年
）が
、「
改

組 

新 

第
２
回
日
展
」の
書
部
門
に

初
入
選
し
た
。本
学
の
現

役
学
生
が
日
展
の
書
部
門

で
入
選
す
る
の
は
42
年
ぶ
り

と
な
る
。

　

二
人
の
作
品
は
と
も
に

「
隷
書
」。阿
知
和
さ
ん
は
漢

詩
の「
万
寿
祺
詩
」、野
原
さ

ん
は「
礼
器
之
一
節
」を
題

材
に
し
た
。日
展
の
東
海
展

は
１
月
27
日
か
ら
２
月
14
日

ま
で
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー（
名
古
屋
・
栄
）で
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　

阿
知
和
さ
ん
は
小
学
３
年
、野
原

さ
ん
は
小
学
１
年
か
ら
習
字
を
始

め
た
。阿
知
和
さ
ん
は
名
古
屋
南
高

校
時
代
に
吹
奏
楽
部
だ
っ
た
が
、中

京
大
に
進
学
し
、書
道
部
に
体
験
入

部
し
た
際
、「
先
輩
の
作
品
に
憧
れ

て
」入
部
し
、隷
書
を
書
く
よ
う
に

な
っ
た
。野
原
さ
ん
は
中
京
大
中
京

高
３
年
の
時
は
書
道
を
や
め
て
い

た
が
、中
京
大
書
道
部
の
体
験
入
部

で
、阿
知
和
さ
ん
の
作
品
を
見
て
、

「
と
て
も
素
敵
だ
っ
た
」と
触
発
さ

れ
、隷
書
を
始
め
た
。

　

書
道
部（
部
員
29
人
）は
今
年
度
、

部
で
日
展
へ
の
挑
戦
を
決
め
、最
終

的
に
９
人
が
出
品
し
た
。

　

昨
年
10
月
18
日
に
入
選
発
表
さ

れ
た
時
は
二
人
と
も「
驚
い
て
信
じ

ら
れ
な
い
気
持
ち
で
し
た
」と
い

う
。阿
知
和
さ
ん
は「
沢
山
の
人
か

ら
お
祝
い
さ
れ
、応
援
さ
れ
て
い
る

と
思
い
、日
々
、周
り
の
人
の
支
え

に
感
謝
し
な
が
ら
活
動
し
た
い
で

す
」、野
原
さ
ん
は「
周
り
の
人
に
支

え
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。書

道
を
通
じ
て
新
し
い
こ
と
を
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」と

話
し
て
い
る
。

秋
学
期
、８
学
部
34
人
が
受
講

書
道
部
の
阿
知
和
さ　

　

ん
、野
原
さ　

　

ん

　

日
展 

書
部
門
に
初
入
選

あ   

ち   

わ

ま　

い

み
や
こ

安村学長の問いかけに耳を傾ける履修生

野原さん（左）と阿知和さん



２
０
１
６
年
度　

学
年
暦

祝
日
４
回
が
平
常
授
業

春学期
月
3
4

5

7

8

9

　　日（曜日）
23（水）～25（金）
1（金）
1（金）～5（火）
4（月）
5（火）

6（水）
6（水）～12（火）
3（火）
17（火）
18（水）
16（土）
18（月）
22（金）
25（月）～29（金）
1（月）～5（金）
26（金）
29（月）～31（水）
1（木）～2（金）

　　　　　　行　事
履修登録（2～4年）
入学式
各種ガイダンス（1年）（1日のみ一部学部）
履修登録（1年）
履修時間割開示（全学年）
履修登録追加修正（1・2年）
授業開始
履修登録修正（全学年）
憲法記念日（平常授業）
梅村学園創立記念日（平常授業）
中京大学創立記念日（平常授業）
休講
海の日（平常授業）
平常授業終了
定期試験
集中講義
成績開示（全学年）

追試験

秋学期
月
9

10
11

12
1

2

3

　　日（曜日）
14（水）～16（金）
20（火）

21（水）
21（水）～27（火）
22（木）
10（月）
4（金）～6（日）
19（土）
22（木）
6（金）
23（月）
24（火）～30（月）
1（水）～7（火）
15（水）
16（木）～22（水）
8（水）

19（日）

　　　　　　行　事
履修登録（全学年）
履修時間割開示（全学年）
履修登録追加修正（1・2年）
授業開始
履修登録修正（全学年）
秋分の日（平常授業）
体育の日（平常授業）
大学祭（休講）
休講
年内平常授業終了
平常授業再開
平常授業終了
定期試験
集中講義
成績開示（全学年）
追試験
卒業・進級判定発表
（4年・情報理工学部2年・工学部）
卒業式

教
育
＆

　
　

学
生
サ
ポ
ー
ト

4

教
員
採
用
試
験
合
格
者

　

２
０
１
５
年
度
教
員
（
公
立
学

校
）
採
用
試
験
の
現
役
・
既
卒
の
合

格
者
は
合
計
２
３
２
人
に
上
り
、
５

年
連
続
で
２
０
０
人
超
と
な
っ
た
。

　

現
役
学
生
は
75
人
が
合
格
し
、
昨

年
の
54
人
を
21
人
上
回
る
大
幅
増
と

な
っ
た
。
こ
の
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
科
学

部
が
49
人
（
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学

科
41
人
）
を
占
め
た
。
既
卒
判
明
者

は
１
５
７
人
（
昨
年
１
６
５
人
）。

　

合
格
し
た
教
科
は
保
健
体
育
の
ほ

か
、
国
語
、
英
語
、
数
学
、
社
会
な

ど
多
様
。
自
治
体
別
で
は
、
都
道
府

県
と
政
令
市
合
わ
せ
て
56
に
わ
た
る
。

　

本
学
は
２
０
１
５
年
４
月
に
教
職

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
教
員
を
目
指

す
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し

た
。
そ
れ
が
今
年
度
の
現
役
合
格
の

増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

セ
ン
タ
ー
に
常
駐
し
て
学
生
に
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
元
教
員
を
、
１
人
か

ら
４
人
に
増
や
し
、
面
接
や
集
団
討

論
対
策
の
グ
ル
ー
プ
学
習
会
等
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
合
格
へ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
支
援
ガ
イ
ダ
ン

者
」と「
保
健
体
育
授
業
補
助
」
の
２

種
類
の
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
。

　

部
活
指
導
者
は
２
０
１
５
年
度
は

18
人（
昨
年
度
15
人
）が
参
加
し
た
。

「
保
健
体
育
授
業
補
助
」は
本
学
学
生

の
み
が
対
象
で
、
昨
年
２
月
に
行
わ

れ
、
４
人
が
参
加
し
た
。
現
場
の
教

員
か
ら
は
「
助
か
っ
て
い
る
」「
指
導

も
充
分
に
任
せ
ら
れ
る
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

指
導
者
の
目
線
学
ぶ

　

こ
の
連
携
協
定
の
一
環
で
、
恩
師

の
勤
め
る
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
で

指
導
し
た
の
が
、田
川
晋
平
さ
ん（
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
、
豊
明
高
校
出
身
）。

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
専
門
コ
ー
チ
と

し
て
生
徒
と
向
き
合
い
、「
教
員
を
目

指
す
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
」

な
ど
と
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
は
小
学
校
か
ら
続
け
、

大
学
で
は
サ
ー
ク
ル
と
社
会
人
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
ま
し
た
。
指
導

者
と
し
て
も
サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
り
た

い
気
持
ち
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

中
学
校
で
の
外
部
指
導
は
、
２
〜

４
年
次
に
週
２
回
程
度
通
い
ま
し
た
。

生
徒
と
の
距
離
の
保
ち
方
や
生
徒
自

身
に
考
え
さ
せ
る
工
夫
な
ど
、
指
導

や
教
員
と
し
て
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

教
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
先
生
か
ら

は
、
教
育
観
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
教
わ
り
ま
し
た
。〝
仲
間
を
大
切

に
す
る
生
徒
を
育
て
る
〞
を
芯
に
、

面
接
や
小
論
文
で
ブ
レ
な
い
意
思
を

表
現
で
き
ま
し
た
。〝
人
と
の
繋
が

り
〞
を
大
切
に
し
、
生
徒
に
も
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
１
年
生
か

ら
計
画
的
に
手
厚
く
支
援
し
て
い
る
。

　

知
識
と
経
験
を
備
え
た
本
学
卒
業

生
の
ベ
テ
ラ
ン
教
員
が
教
員
志
望
学

生
を
支
援
す
る
の
も
特
徴
だ
。
１
次

と
２
次
試
験
合
わ
せ
て
４
回
、
卒
業

生
ら
が
来
学
し
、
学
生
に
直
接
、
面

接
と
実
技
を
指
導
し
て
い
る
。

　

本
学
は
、
２
０
１
４
年
４
月
に
名

古
屋
市
教
育
委
員
会
と
相
互
連
携
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
教
職
課
程
履
修

者
が
小
中
学
校
で
、「
部
活
動
指
導

５
年
連
続
２
０
０
人
超

現
役
は
大
幅
増
の
75
人

教
職
セ
ン
タ
ー
設
置

サ
ポ
ー
ト
体
制
強
化

■教員採用試験合格者数

現役 既卒
2015年度
現役 既卒
25
36
14
0
0
75
232

31
47
40
3
36
157

2014年度

20
21
10
1
2
54
219

37
52
36
2
38
165

現役 既卒
2013年度

13
21
14
1
0
49
220

34
60
42
2
33
171

※合格者数は12月25日現在の数字で、都道府県市の各教育委員会および個人
からの報告を基に教職支援課が集計。判明分のみ。補欠合格を含む。

小学校教諭
中学校教諭
高等学校教諭
中学校・高等学校教諭
特別支援・養護学校教諭など

合計

　2016年度の「学年暦」は、授業や行事の予定がほぼ例年通りとなっている。春学期が4月6日、秋学期は
9月21日に授業を開始する。授業回数は春、秋学期とも15回。授業日確保のため、4回の祝日（5月3日、7月
18日、9月22日、10月10日）が授業日となる。

田川さん



公
務
員
試
験

5

　

２
０
１
５
年
度
の
公
務
員
採
用
試

験
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
本
学
の
合

格
者
は
12
月
25
日
現
在
で
３
５
７
人

と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
国
家
総
合

職
、
国
家
一
般
職
、
国
家
専
門
職
、

裁
判
所
一
般
職
、
地
方
上
級
職
の
難

関
試
験
合
格
者
は
１
６
６
人
に
上
る
。

市
町
村
役
場
、
警
察
官
、
消
防
官
、

そ
の
他
公
務
員
（
自
衛
隊
の
幹
部
候

補
生
や
刑
務
官
、
警
視
庁
警
察
職
員

な
ど
）
の
合
格
者
も
１
９
１
人
と
な

っ
て
い
る
。（
主
な
合
格
先
６
Ｐ
）

　

最
難
関
の
国
家
総
合
職
（
旧
国
家

公
務
員
Ⅰ
種
）
に
は
２
人
が
合
格
。

法
学
部
、
経
済
学
部
各
１
人
で
、
と

も
に
法
律
区
分
。
中
部
地
区
の
私
大

で
唯
一
、
10
年
連
続
の
合
格
者
輩
出

と
な
っ
た
。
た
だ
、
今
年
度
は
愛
知

県
庁
と
試
験
日
が
重
な
っ
た
た
め
、

国
家
総
合
職
の
受
験
者
は
例
年
よ
り

少
な
か
っ
た
。

　

国
家
一
般
職
（
旧
国
家
公
務
員
Ⅱ

種
）
は
49
人
が
合
格
し
、
３
年
連
続

で
50
人
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
試
験

の
倍
率
は
、
総
合
職
17
・
４
倍
、
一

般
職
４
・
９
倍
だ
っ
た
。

公
務
員
試
験
合
格
者

前
回
上
回
る
３
５
７
人

　

警
察
官
は
前
年
度
の
２
倍
近
い
１

１
７
人
が
合
格
し
た
。
警
察
官
の
一

次
試
験
の
時
期
が
早
い
た
め
、
資
格

セ
ン
タ
ー
が
市
役
所
な
ど
を
志
望
す

る
学
生
に
も
受
験
を
勧
め
た
こ
と
と
、

警
察
官
志
望
者
自
体
も
増
え
た
こ
と

か
ら
、
大
幅
増
と
な
っ
た
。
警
察
官

と
市
役
所
な
ど
複
数
の
受
験
者
は
警

察
官
合
格
者
の
約
半
数
に
上
っ
た
。

愛
知
県
警
を
中
心
に
東
海
地
方
の
県

警
に
合
格
し
た
学
生
が
多
か
っ
た
。

学
部
別
で
は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
、
法

学
部
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

合
格
者
が
前
年
度
の
２
倍
に
急
増

し
た
警
察
官
。
愛
知
県
警
に
合
格
し

た
小
嶋
健
太
郎
さ
ん
（
国
際
英
語
学

部
、
西
尾
高
校
出
身
）
は
、
志
望
動

機
な
ど
を
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

足
で
情
報
集
め
る

　

私
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
き
っ
か
け

で
、
幼
い
頃
か
ら
警
察
官
、
特
に
刑

事
に
強
く
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
高
校

生
の
頃
、「
英
語
が
話
せ
る
警
察
官

っ
て
重
宝
さ
れ
そ
う
だ
な
」
と
思
い
、

国
際
系
の
学
部
に
進
み
ま
し
た
。

　

筆
記
試
験
対
策
は
、
資
格
講
座
で

し
っ
か
り
と
話
を
聞
き
、
そ
の
日
の

う
ち
に
復
習
し
ま
し
た
。
参
考
書
は

一
冊
を
２
、
３
回
繰
り
返
し
て
解
き

ま
し
た
。
面
接
が
一
番
大
切
で
す
。

し
っ
か
り
と
自
分
の
言
葉
で
対
話
が

で
き
る
か
、
と
い
う
点
を
見
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ど
ん
な
質
問

に
も
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う

情
報
収
集
す
る
こ
と
が
カ
ギ
で
す
。

　

県
警
本
部
や
警
察
署
で
行
わ
れ
た

説
明
会
に
、
よ
り
多
く
の
現
職
警
察

官
の
方
と
話
す
機
会
を
作
る
た
め
10

回
参
加
し
、「
ま
た
来
た
の
か
」と
言

わ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
考
え
方
や
心

構
え
、
情
報
を
吸
収
し
た
こ
と
が
自

信
に
繋
が
り
ま
し
た
。
警
察
官
に
な

っ
て
や
り
た
い
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

そ
の
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と
を
考
え

て
実
行
し
た
こ
と
で
、
合
格
が
近
づ

い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

地
域
に
密
着
し
た
働
き
場
と
し
て

市
町
村
役
場
の
職
員
を
希
望
す
る
学

生
は
多
い
。
今
年
度
も
豊
田
市
や
岐

阜
市
な
ど
で
合
格
者
が
出
て
い
る
。

豊
田
市
役
所
に
内
定
し
た
下
川
原
沙

紀
さ
ん
（
現
代
社
会
学
部
、
豊
田
北

高
校
出
身
）
の
取
り
組
み
は―

。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
積
極
参
加

　

私
は
、
発
達
障
が
い
の
子
供
を
支

援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
３
年
間
続

け
て
い
ま
す
。
地
元
の
豊
田
市
が
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
新
し
い
発
見
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
、
学
校
外
で
の
学
習
の
場
を
積
極

的
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
魅
力
を

感
じ
ま
し
た
。

　

職
員
と
し
て
子
供
た
ち
を
支
え
た

い
と
思
っ
た
私
は
、
昨
年
１
月
に

「
と
よ
た
子
ど
も
国
連
環
境
会
議
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

２
泊
３
日
で
、
中
高
生
と
一
緒
に
、

環
境
モ
デ
ル
都
市
に
認
定
さ
れ
た
豊

田
市
の
施
設
や
自
然
に
触
れ
な
が
ら

環
境
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

模
試
で
は
思
う
点
数
が
と
れ
ず
不

安
で
し
た
が
、
同
じ
問
題
を
二
度
も

間
違
え
な
い
よ
う
に
勉
強
し
ま
し
た
。

特
に
苦
手
だ
っ
た
化
学
の
物
質
量
計

算
も
、
基
礎
問
題
を
中
心
に
何
度
も

取
り
組
み
ま
し
た
。
間
違
え
や
す
い

ポ
イ
ン
ト
や
苦
手
な
分
野
は
専
用
の

ノ
ー
ト
を
作
り
、
試
験
直
前
ま
で
見

直
し
た
こ
と
が
、
試
験
で
も
安
心
で

き
る
材
料
に
な
り
ま
し
た
。

■主要公務員試験の合格実績
2015年度2014年度2013年度

5
50
40
3
1
0
̶
̶
7
67

53
94
35
10
365

愛知県28
名古屋市10
その他29

10
47
46
1
2
1
̶
1
6
51

51
60
25
8

309

愛知県16
名古屋市11
その他24

2
49
56
̶
2
̶
1
̶
4
52

41
117
27
6

357

愛知県18
名古屋市10
その他24

国家総合職
国家一般職
　　国税専門官
　　財務専門官
　　労働基準監督官
　　法務省専門職
皇宮護衛官
航空管制官
裁判所一般職
地方上級

　　　　　　　（内訳）

市町村役場
警察官
消防官
その他公務員
合計

国
家
専
門
職

警
察
官
１
１
７
人

前
年
の
約
２
倍
に

小嶋さん

下川原さん

※2015年の実績は12月25日時点、資格センター判明分
※国家総合職および国家一般職の合格者数は人事院公表値



2016年3月卒 2015年3月卒 2014年3月卒

719,300人

416,700人

1.73

682,500人

423,200人

1.61

543,500人

425,700人

1.28

求人総数

民間企業就職希望者数

求人倍率

就
職
活
動

　
　

6

建設業　
旭化成ホームズ、住友林業、積水ハウス、
大和ハウス工業、トーエネック
製造業　
PFU、アイシン・エィ・ダブリュ、アイシン
化工、アイシン精機、アサヒビール、アイホ
ン、イビデン、オーエスジー、オリバー、クリ
ナップ、コーセー、サカエ理研工業、ジェイ
テクト、スギノマシン、スズキ、スタンレー電
気、デンソー、タカラスタンダード、トヨタ自
動車、トヨタ紡織、トリニティ工業、パロマ、
マキタ、マルヤス工業、ミタチ産業、ヤマザ
キマザック、リンナイ、河村電器産業、協豊
製作所、興和、小島プレス工業、塩野義製
薬、新日鐵住金、新東工業、住友理工、大
同特殊鋼、中央発條、中外製薬、槌屋、東
海理化電機製作所、東レ、豊田合成、豊田
鉄工、凸版印刷、日東工業、日本ハム、日
本メナード化粧品、日本車輌製造、日本電
産、日本特殊陶業、任天堂、富士通、豊生
ブレーキ工業
情報通信業　
KDDI、NECソリューションイノベータ、

NSD、TIS、キヤノンシステムアンドサポー
ト、ソフトバンク、テクノエイト、デンソーテク
ノ、トヨタコミュニケーションシステム、ヤ
フー、大塚商会、東計電算、西日本電信電
話、日立システムズ、三菱電機エンジニアリ
ング、三菱電機メカトロニクスソフトウエア
運輸業・郵便業　
JTB中部、JTB東海、エイチ・アイ・エス、
トヨタ輸送、伊勢湾海運、近鉄エクスプレ
ス、近畿日本鉄道、近畿日本ツーリスト、全
日本空輸、東海旅客鉄道、東武トップツ
アーズ、東陽倉庫、ドリームスカイ名古屋、
名古屋鉄道、日本航空、日本トランスシ
ティ、日本通運、日本郵便、名港海運、三井
倉庫
卸売業・小売業　
伊藤忠食品、平和紙業、アルペン、サンゲ
ツ、ジェイアール東海高島屋、スズケン、セ
ブン－イレブン・ジャパン、ニトリホールディ
ングス、ミキハウス、八神製作所、イオンリ
テール、タキヒヨー、ユニー、岡谷鋼機、丸
文、国分、三菱商事、瀧定名古屋、東海エ
レクトロニクス

医療・福祉　
アルフレッサ、日清医療食品
金融業・保険業　
オリエントコーポレーション、クレディセゾ
ン、セディナ、トヨタファイナンス、あいおい
ニッセイ同和損害保険、かんぽ生命保
険、損害保険ジャパン日本興亜、住友生
命保険、第一生命保険、東京海上日動火
災保険、日本生命保険、三井住友海上火
災保険、明治安田生命保険、愛知銀行、
大垣共立銀行、十六銀行、清水銀行、第
三銀行、中京銀行、名古屋銀行、日本銀
行、八十二銀行、百五銀行、三重銀行、
三井住友銀行、三菱東京UFJ銀行、三井
住友信託銀行、ゆうちょ銀行、りそな銀
行、SMBC日興証券、SMBCフレンド証
券、大和証券グループ本社、野村證券、
みずほ証券、三菱UFJモルガン・スタン
レー証券
不動産業　
三井不動産リアルティ
生活関連サービス業・娯楽業　
オリエンタルランド

公務員　
国家公務員(総合職 )、国家一般職 (行政・
東海北陸）、国家一般職 ( 北海道 )、国税
庁、皇宮護衛官、労働基準監督官、刑務
官、海上自衛隊、愛知県庁、石川県庁、岐阜
県庁、静岡県庁、東京都庁、東京都特別
区、長野県庁、北海道庁、三重県庁、警視
庁、愛知県警察本部、岐阜県警察本部、埼
玉県警察本部、島根県警察本部、富山県
警察本部、長野県警察本部、新潟県警察

本部、あま市役所、安城市役所、稲沢市役
所、大府市役所、各務原市役所、蒲郡市役
所、岐阜市役所、下呂市役所、小牧市役
所、新城市役所、高岡市役所、多治見市役
所、東海市役所、長久手市役所、名古屋市
役所、浜松市役所、半田市役所、光市役
所、藤枝市役所、牧之原市役所、美濃加茂
市役所、本巣市役所、横浜市役所、春日井
市消防本部、衣浦東部広域連合消防局、
静岡市消防局、田原市消防本部、東京消

防庁、豊田市消防本部、豊橋市消防本部、
長久手市消防本部、名古屋市消防局、尾
三消防本部、福井市消防局、大野町役場、
北方町役場、紀北町役場、幸田町役場、立
山町役場、東郷町役場、愛知県教育委員
会、愛媛県教育委員会、大阪府教育委員
会、神奈川県教育委員会、岐阜県教育委員
会、神戸市教育委員会、堺市教育委員会、
名古屋市教育委員会、三重県教育委員会、
横浜市教育委員会

　

４
年
生
の
就
職
活
動
の
内
定
状
況

は
、
12
月
末
現
在
の
就
職
希
望
者
に

対
す
る
内
定
率（
速
報
数
字
）が
73
・

２
％
と
な
っ
て
い
る
。キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
が
集
計
し
た
結
果
で
、昨
年

同
時
期
と
比
べ
て
１
・
８
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
企
業
の
採
用
活
動
開
始

時
期
の
変
更
な
ど
か
ら
、内
定
状
況

の
集
計
作
業
に
手
間
取
っ
た
が
、12

月
か
ら
ゼ
ミ
別
進
路
決
定
調
査
な
ど

を
行
い
、数
字
の
把
握
も
進
ん
だ
。

　

内
定
率
上
昇
の
要
因
と
し
て
は
ま

ず
全
国
的
に
求
人
が
増
え
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク

ス
第
32
回
ワ
ー
ク
ス
大
卒
求
人
倍
率

調
査（
２
０
１
５
年
４
月
22
日
、資
料

１
）に
よ
る
と
大
卒
倍
率
は
１
・
73

倍
と
前
年
の
１・
61
倍
よ
り
上
昇
。日

本
銀
行
の
地
域
経
済
報
告
に
よ
る

と
、東
海
地
域
は
２
０
１
５
年
４
月

調
査
以
降
、「
着
実
に
回
復
を
続
け

て
い
る
」と
さ
れ
て
い
る
。こ
の
状

況
を
受
け
、本
学
へ
の
求
人
件
数
も

２
０
１
３
年
度
以
降
増
加
し
続
け

て
い
る
。

　

主
な
内
定
先
は
下
記
の
と
お
り
。

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
、

日
本
電
産
㈱
や
任
天

堂
㈱
は
初
め
て
内
定

を
得
た
企
業
。キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
学

生
の
就
職
先
と
し
て

勧
め
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
も
昨
年

度
比
３
・６
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

◉2015年度　主な公務員合格先 および 企業内定先一覧

大卒求人倍率（2013年度～2015年度）

出所：株式会社リクルートホールディングス
　 　リクルートワークス研究所「第32回ワークス大卒求人倍率調査（2016年卒）

資
料
１

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー



企
業
の
採
用
活
動
基
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

プレエントリー（就職活動スタート）

会社説明会

書類選考（エントリー・履歴書）

学力・適性検査（Webテスト）

面接試験（経団連加盟企業中心）

内定

採用活動予想（経団連加盟以外の企業）

プレエントリー受付（主要就職サイトグランドオープン）

会社説明会

書類選考（エントリーシート・履歴書）

学力・適性検査（Webテスト）

面接試験（実質の採用試験）早期スタート

面接試験

内定

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
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現
３
年
生
の
就
職
活
動
が
す
で
に

始
ま
っ
て
い
る
。キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、２
０
１
６
年
度
の
就
職

活
動
の
変
更
点
や
対
応
方
法
を
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

一
番
大
き
な
変
更
点
は
面
接
試
験

の
開
始
時
期
が
８
月
１
日
か
ら
６
月

１
日
に
２
か
月
前
倒
し
に
な
り
、２

年
連
続
の
変
更
に
な
っ
た
こ
と
。内

定
開
始
は
10
月
１
日
と
変
わ
ら
な

い
。

　

そ
の
一
方
で
、企
業
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
開
始
時
期
が
早
ま
っ
て

い
る
。こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は

４
、５
日
か
け
て
じ
っ
く
り
や
る
も

の
で
は
な
く
、１
日
で
終
了
す
る

「
ワ
ン
デ
イ
」と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。

３
年
生
対
象
の「
ワ
ン
デ
イ
」は
昨

年
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
す
で

に
始
ま
っ
て
い
る
。こ
れ
は
実
質
的

な
選
考
に
近
い
も
の
で
、今
年
度
の

企
業
側
の
採
用
活
動
が
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
反
省
に
基
づ
い
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

　

理
系
は
、４
、５
日
か
け
る
通
常
の

３
年
生
向
け
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

昨
年
８
月
に
行
わ
れ
、就
職
活
動
は

既
に
始
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。企
業
は
参
加
し
た
学

生
を
採
用
選
考
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
時
に
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
で
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
。人
事
白
書（
ア
イ
・

キ
ュ
ー
刊
）に
よ
る
と
、企
業
の
約

25
％
が
予
備
選
考
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
利
用
し
て
い
る
。キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は「
ワ
ン
デ

イ
」も
企
業
の
中
身
を
知
る
機
会
と

し
て
、学
生
に
は
２
月
ま
で
に
エ
ン

ト
リ
ー
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

　

今
後
の
動
き
は
２
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提

出
、４
月
か
ら
ウ
エ
ブ
テ
ス
ト
、６
月

１
日
以
降
が
大
手
・
中
堅
と
も
に

内
々
定
の
大
き
な
山
場
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

　

採
用
面
接
試
験
の
前
倒
し
を
受

け
、実
際
の
動
き
は
早
ま
っ
て
い
る
。

あ
る
就
職
サ
イ
ト
の
ロ

グ
イ
ン
率
は
80
％（
昨

年
同
時
期
75
％
）、企
業

へ
の
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー

数
も
平
均
２
・
５
社（
同

１
・
８
社
）に
そ
れ
ぞ
れ

増
え
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
１
日
か
ら

学
内
で
業
界
研
究
セ
ミ

ナ
ー
を
行
っ
て
い
る

が
、参
加
企
業
の
感
想

は
、こ
の
時
期
の
学
生

と
し
て
は
例
年
よ
り
も

積
極
的
だ
、と
評
判
は

い
い
。ま
た
12
月
以
降
、

３
年
生
の
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
利
用
者
が
増

え
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、ス
ク
ー
ル
形
式
の
業
界
研
究

セ
ミ
ナ
ー
を
２
月
末
ま
で
行
う
。こ

れ
は
昨
年
の
日
程
よ
り
、一
か
月
繰

り
上
げ
て
い
る
。３
月
10
、11
日
に
は

愛
知
県
体
育
館
で「C

hukyo

就
職

EX
PO

２
０
１
７
」と
題
し
て
ブ
ー

ス
形
式
の
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
行

う
。こ
れ
は
大
学
が
誘
致
し
た
企
業

に
よ
る
、本
学
学
生
の
み
を
対
象
に

し
た
独
自
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、２
月
末

ま
で
に
学
生
が
業
界
研
究
を
し
っ
か

り
と
行
い
、志
望
動
機
を
ほ
ぼ
完
成

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
と
実
施
し
て
い

る
。で
き
る
だ
け
多
く
の
企
業
の
話

を
聞
き
、業
種
の
比
較
を
し
て
ほ
し

い
。ま
た
、面
接
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
対
策
も
実
施
し
て
い

る
。こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
だ
流
動
的
な
部
分
が
多
い
が
、

例
年
よ
り
も
早
く
進
路
調
査
を
行

い
、学
生
の
進
路
決
定
状
況
を
前
倒

し
で
把
握
す
る
。そ
の
後
、就
活
フ
ォ

ロ
ー
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
３
か
月
ほ
ど
前

倒
し
で
実
施
し
、就
職
活
動
中
の
学

生
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
た
い
。

　

ま
た
、理
系
学
生
に
対
し
て
は
１

月
中
に
工
学
部
の
担
当
チ
ー
ム
で
検

討
し
、そ
の
後
の
流
れ
を
決
め
て
い

く
。

2
0
1
6
年
度

企
業
採
用
基
本
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
概
要

面
接
は
２
か
月
前
倒
し

「
ワ
ン
デ
イ
」も
参
加
を

学
生
の
参
加
積
極
的

面
接
の
対
策
も
実
施

フ
ォ
ロ
ー
も
充
実

理
系
の
対
策
検
討

業界セミナーで企業の話を聞く学生たち



国
際
セ
ン
タ
ー
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国
際
セ
ン
タ
ー
で
は
、
交
換
留
学
を
経
験
し
た
学
生
が
、「
留
学
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
と
し
て
、
海
外
か
ら
受
け
入
れ
た
留
学
生
や
留
学
希
望
の
学
生
た
ち
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
海
外
の
大
学
で
９―

10
か
月
間
学
ん
で
き
た
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
４
人
に
、
自
ら
の
経
験
と
海
外
生
活
で
発
見
し
た
こ
と
、
今
後
の
展
望
な

ど
を
聞
い
た
。

が
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。　

酒
向　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
生
は
み

な
将
来
の
展
望
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
働
き
な
が
ら
、

あ
る
い
は
出
産
な
ど
も
経
て
４
年
以

上
か
け
て
大
学
に
通
っ
て
い
る
の
が

印
象
的
で
し
た
。

今
村　

大
学
で
は
英
語
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
で
は
イ
タ
リ
ア
語
、
日
本
人
と

は
日
本
語
、
時
折
ス
ペ
イ
ン
語
も
使

わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
混
乱
し
ま
し

た
。
観
光
地
と
し
て
有
名
な
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
景
色
に
は
癒
さ
れ
ま
し
た
。

自
己
責
任
が
大
切

―

ど
ん
な
留
学
生
活
で
し
た
か
。

宮
地　

多
く
の
宿
題
や
プ
レ
ゼ
ン
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
に
苦
労
し

ま
し
た
。
生
活
面
で
は
日
米
の
文
化

の
違
い
に
戸
惑
い
ま
し
た
。
現
地
の

学
生
は
自
分
の
考
え
で
行
動
す
る
こ

と
が
多
く
、
人
と
合
わ
せ
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
友
人
に
恵
ま

れ
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
も
な
ら
ず
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
。

高
杉　

空
港
で
荷
物
を
紛
失
し
た
り
、

寮
の
管
理
者
と
意
思
疎
通
が
難
し
か

っ
た
り
と
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

り
ま
し
た
。
全
部
自
分
で
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
己
責
任
や
自
分

の
意
見
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

酒
向　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
英
語
が
母

国
語
で
は
な
い
の
に
皆
が
英
語
を
流

暢
に
話
し
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人

の
勉
学
に
対
す
る
熱
心
さ
や
探
究
心

を
学
び
ま
し
た
。
現
地
で
経
営
学
を

学
ん
だ
こ
と
が
今
後
の
方
向
性
を
決

め
る
助
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
村　

伸
び
伸
び
と
生
活
で
き
、
楽

し
く
生
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
語
学
能
力
の
不
足
を

実
感
し
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
に
は
他

国
の
留
学
生
も
多
く
、
様
々
な
生
き

方
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

視
野
が
広
が
っ
た

―

帰
国
後
、
何
が
変
わ
り
ま
し
た

か
。

宮
地　

自
分
の
こ
と
を
自
分
で
決
断

で
き
る
よ
う
に
、
納
得
す
る
ま
で
調

べ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
の
意
見
を

持
つ
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
寮
で

は
様
々
な
国
の
学
生
と
政
治
や
文
化

な
ど
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
多
く
、

視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。
彼
ら
と
は

今
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。

高
杉　

世
界
中
に
友
人
が
で
き
、
多

様
な
価
値
観
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。
お
か
げ
で
物
事
を
客
観
的
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
も
自
ら
考
え
決
断
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

酒
向　

留
学
で
か
な
り
費
用
が
か
か

っ
た
こ
と
で
、
結
果
を
出
さ
な
く
て

は
と
、
結
果
に
こ
だ
わ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
人
に
聞
く
こ
と
や

頼
る
こ
と
に
い
い
意
味
で
抵
抗
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

今
村　

自
分
と
向
き
合
う
時
間
が
多

く
、
人
生
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ

り
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
定
年
ま

で
一
つ
の
会
社
で
働
く
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
し
て

も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

情
熱
を
伝
え
た
い

―

今
後
の
展
望
や
後
輩
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
。

高
杉　

将
来
は
航
空
業
や
貿
易
・
商

社
な
ど
で
日
本
人
の
サ
ポ
ー
ト
や
日

本
人
の
お
も
て
な
し
文
化
を
広
め
た

い
で
す
。
留
学
す
る
に
は
日
本
の
こ

と
を
知
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
海

外
で
は
日
本
へ
の
関
心
が
高
い
の
は

い
い
の
だ
け
ど
、
間
違
っ
た
文
化
理

解
も
あ
る
。「
ス
シ
、
サ
ム
ラ
イ
、

ア
ニ
メ
」
の
よ
う
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
の
理
解
の
仕
方
が
多
か
っ
た
で
す
。

宮
地　

自
分
の
経
験
を
後
輩
に
伝
え
、

よ
り
よ
い
留
学
生
活
を
送
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。（
留
学
先
の
国
の
人

に
は
）
自
分
を
通
し
て
日
本
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
し
っ

か
り
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
多
様
な
意
見
に
出
会
う
の
で
自

分
を
持
つ
こ
と
も
大
事
で
す
。

酒
向　

私
は
人
に
情
熱
を
伝
え
ら
れ

る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

世
界
の
人
た
ち
と
か
か
わ
れ
る
仕
事

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
留
学
は
単

な
る
憧
れ
で
は
な
く
、
結
果
を
残
す

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
準
備
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

今
村　

英
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
な
ど
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と

を
深
め
て
仕
事
で
も
使
え
る
よ
う
に

磨
き
を
か
け
た
い
で
す
。
ま
た
社
会

貢
献
を
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
村
み
な
み
さ
ん（
経
営
学
部
３

年
）は
伊
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
学
に
10

か
月
、
酒
向
葵
さ
ん（
国
際
英
語
学

部
国
際
英
語
学
科
４
年
）は
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
・
タ
ン
ペ
レ
大
学
に
10
か
月
、

高
杉
美
和
さ
ん（
同
英
米
文
化
学
科

３
年
）は
米
マ
ー
シ
ャ
ル
大
に
９
か

月
、
宮
地
優
奈
さ
ん（
同
３
年
）は
米

ロ
ア
ノ
ー
ク
大
学
に
９
か
月
そ
れ
ぞ

れ
交
換
留
学
し
て
い
る
。

貧
富
の
差
を
知
る

―

ま
ず
、
留
学
し
て
み
て
最
初
に

何
を
感
じ
ま
し
た
か
。

高
杉　

渡
米
前
は
先
進
国
の
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
行
っ
た

先
の
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
で
は

貧
困
が
目
に
付
き
ま
し
た
。
日
本
で

は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
激
し
い
貧

富
の
差
を
感
じ
ま
し
た
。

宮
地　

必
ず
意
見
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
や

そ
れ
に
近
い
人
た
ち
ば
か
り
の
中
、

知
識
不
足
や
緊
張
で
な
か
な
か
意
見

さ　
こ
う　
あ
お
い

ゆ
う　
な

写真は（左から）今村さん、酒向さん、高杉さん、宮地さん

留
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

海
外
経
験
で
大
き
く
成
長
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欧
米
な
ど
か
ら
今
年
度
秋
学
期
に
受
け
入
れ
た
34
人
の
交
換
留
学
生
が
、
勉

学
や
学
生
同
士
の
交
流
な
ど
活
発
な
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
日
本
で
の
学

び
や
暮
ら
し
、
将
来
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
、
５
人
の
留
学
生
に
聞
い
て
み
た
。

本
物
の
日
本
を
知
る

　

５
人
と
も
母
国
の
大
学
で
日
本
語

を
専
攻
す
る
な
ど
、
日
本
や
ア
ジ
ア

へ
の
関
心
が
深
い
。
日
本
語
の
「
難

し
い
と
こ
ろ
が
い
い
」
と
話
す
の
は
、

米
ク
レ
ム
ソ
ン
大
学
で
日
本
語
を
学

ん
だ
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
バ
ン
カ
ー
さ
ん
。

中
京
大
学
に
留
学
経
験
の
あ
る
学
生

か
ら
評
判
を
聞
き
、
留
学
先
に
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
マ
ー

ク
・
ヘ
ン
ド
リ
ク
ソ
ン
さ
ん
は
、
グ

リ
フ
ィ
ス
大
学
で
ア
ジ
ア
研
究
を
し

て
お
り
、
日
本
の
文
化
や
歴
史
に
興

味
が
あ
っ
た
。
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
立
大
学
ボ
ス
ト
ン
校
出
身
の
マ

イ
ケ
ル
・
デ
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
さ
ん
は

日
本
の
近
代
美
術
史
を
専
攻
し
て
い

る
。

　

イ
タ
リ
ア
出
身
の
デ
シ
レ
ー
・
ソ

フ
ィ
ア
さ
ん
、
ア
リ
ー
チ
ェ
・
フ
リ

ゾ
ー
ネ
さ
ん
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大

学
で
そ
れ
ぞ
れ
経
済
学
部
、
文
化
学

部
の
中
で
日
本
語
を
専
攻
。
ソ
フ
ィ

ア
さ
ん
は
「
日
本
語
の
能
力
を
伸
ば

し
た
い
。
語
学
を
学
ぶ
に
は
そ
の
国

に
住
む
の
が
一
番
で
す
」。
フ
リ
ゾ

ー
ネ
さ
ん
は
「
本
物
の
日
本
を
知
り

た
く
て
」
と
流
暢
な
日
本
語
で
答
え

た
。
日
本
や
日
本
語
に
対
す
る
興
味

を
一
歩
進
め
て
深
い
分
野
を
学
ぶ
姿

勢
は
共
通
す
る
。

い
い
友
達
も
で
き
た

　

大
学
生
活
の
感
想
は
ど
う
か
。

「
中
京
大
学
は
勉
強
し
や
す
く
、
先

生
も
親
切
。
い
い
友
達
も
で
き
ま
し

た
」（
ソ
フ
ィ
ア
さ
ん
）、「
国
際
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
友
達
も
で
き
て
う
れ

し
い
」（
フ
リ
ゾ
ー
ネ
さ
ん
）、「
言
語

学
を
楽
し
ん
で
学
ん
で
い
ま
す
。
た

だ
ち
ょ
っ
と
名
古
屋
は
寒
い
で
す
」

（
バ
ン
カ
ー
さ
ん
）と
概
ね
好
評
だ
。

　

東
京
と
滋
賀
に
い
た
こ
と
が
あ
る

デ
ア
ン
ジ
ェ
リ
ス
さ
ん
は
「
滋
賀
近

代
美
術
館
で
は
学
芸
員
の
イ
ン
タ
ー

ン
を
し
て
い
ま
し
た
。
愛
知
県
の
美

術
館
も
い
く
つ
か
回
り
ま
し
た
」
と

休
日
に
は
趣
味
の
美
術
館
巡
り
を
し

て
い
る
。

　

フ
リ
ゾ
ー
ネ
さ
ん
は
日
本
人
の
印

象
に
つ
い
て
、「
家
族
よ
り
も
仕
事
を

優
先
し
が
ち
。
昔
か
ら
の
文
化
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
気
も
す
る
の
が
残

念
」
と
母
国
と
の
違
い
に
気
づ
い
て

い
る
。「
日
本
人
は
仕
事
ば
か
り
し

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
実
際

に
来
て
み
る
と
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
」
と
発
見
も
あ
っ
た
。

日
本
語
レ
ベ
ル
苦
労

　

一
方
で
、
勉
学
で
苦
労
し
て
い
る

点
も
あ
る
。
ソ
フ
ィ
ア
さ
ん
は
「
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く

て
少
し
憂
鬱
で
す
」
と
正
直
に
話
す
。

フ
リ
ゾ
ー
ネ
さ
ん
は
「
中
京
大
学
に

は
シ
ラ
バ
ス
を
見
て
来
た
け
れ
ど
、

実
際
に
受
講
す
る
時
に
な
っ
て
母
校

と
単
位
互
換
で
き
る
授
業
が
分
か
り

に
く
か
っ
た
の
が
難
点
」
と
語
る
。

バ
ン
カ
ー
さ
ん
は
授
業
内
容
に
は
満

足
し
て
い
る
が
、
一
部
の
授
業
で
自

分
の
日
本
語
レ
ベ
ル
に
合
わ
ず
、

「
そ
れ
が
大
変
だ
」
と
感
じ
て
い
る
。

「
国
連
」「
学
芸
員
」め
ざ
す

　

将
来
の
夢
に
つ
い
て
も
聞
い
た
。

「
ア
メ
リ
カ
で
日
本
語
の
翻
訳
者
を

希
望
」（
バ
ン
カ
ー
さ
ん
）、「
日
本
語

の
教
師
に
な
り
た
い
」（
ヘ
ン
ド
リ

ク
ソ
ン
さ
ん
）、「
ア
メ
リ
カ
の
大
学

院
で
学
ん
だ
あ
と
美
術
館
の
学
芸
員

を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
デ
ア
ン
ジ

ェ
リ
ス
さ
ん
）、「
国
連
で
働
く
の
が

夢
」（
ソ
フ
ィ
ア
さ
ん
）
と
、
そ
れ
ぞ

れ
目
標
は
明
快
だ
。

　

日
本
へ
の
留
学
の
回
数
は
、
バ
ン

カ
ー
さ
ん
以
外
は
み
な
２
回
以
上
。

最
多
の
ヘ
ン
ド
リ
ク
ソ
ン
さ
ん
は
４

回
目
だ
。
複
数
回
留
学
す
る
こ
と
で
、

初
め
て
言
葉
や
文
化
の
理
解
が
身
に

つ
く
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。

た
い
が
、
高
価
な
の
が
難
点
で
す
」

と
話
す
。
富
田
さ
ん
、
坂
井
さ
ん
は
、

国
内
旅
行
を
話
題
に
し
、「
東
京
は

人
が
多
く
て
地
下
鉄
の
乗
り
換
え
も

難
し
い
」
な
ど
と
説
明
し
て
い
た
。

　

国
際
セ
ン
タ
ー
は
「
一
度
参
加
し

た
後
は
、
自
由
に
出
入
り
し
て
も
ら

い
、
自
分
か
ら
留
学
生
に
話
し
か
け

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

Let’s
　

海
外
か
ら
の
留
学
生
と
在
校
生
が

外
国
語
で
語
り
合
う
国
際
セ
ン
タ
ー

の
「Let’s

国
際
交
流
」
が
、
学
生

た
ち
に
好
評
だ
。
留
学
生
と
か
か
わ

り
を
持
つ
機
会
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。

　

昨
年
末
の
「Let’s

国
際
交
流
」
で

は
、
初
参
加
の
富
田
こ
と
み
さ
ん

（
文
学
部
１
年
）
と
坂
井
千
奈
さ
ん

（
国
際
教
養
学
部
１
年
）が
、
ア
メ
リ

カ
出
身
の
ホ
セ
・
プ
リ
シ
ア
ド
さ
ん

と
英
語
で
和
や
か
に
話
し
て
い
た
。

　

プ
リ
シ
ア
ド
さ
ん
は
昨
年
４
月
に

交
換
留
学
生
と
し
て
来
学
。
母
国
で

は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
チ
コ

校
で
心
理
学
を
専
攻
し
て
い
る
。
焼

き
肉
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
寿
司
な
ど

日
本
食
が
好
き
で
、「
食
べ
歩
き
し

ち　

な

国
際
交
流

外
国
語
で
会
話
弾
む

写真は（左から）プリシアドさん、富田さん、坂井さん

留
学
生
が
語
る「
中
京
大
学
」

左からバンカーさん、ヘンドリクソンさん、デアンジェリスさん

左からソフィアさん、フリゾーネさん
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「
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
顔
が
見

た
い
」。３
回
目
の
手
術
が
終
わ
り
、

痛
み
止
め
が
効
か
な
い
中
で
思
っ
た
。

　

家
業
の
水
産
加
工
の
仕
事
中
に
機

械
に
左
腕
を
巻
き
込
ま
れ
切
断
。最

初
の
手
術
は
覚
え
が
な
か
っ
た
。３

回
目
の
手
術
後
、麻
酔
を
打
っ
て
も

ら
う
が
４
時
間
で
激
し
い
痛
み
が
襲

っ
て
く
る
。

　

長
女
は
２
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
。

妻
の
お
腹
に
は
妊
娠
５
カ
月
の
子
供

も
い
る
。果
た
し
て
生
き
て
お
腹
の

中
の
子
供
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。生
活
は
、仕
事
は…

。

　

梅
原
健
多
郎
さ
ん
は
、も
と
も
と

楽
天
的
で
悩
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

だ
が
、こ
の
時
ば
か
り
は
あ
ま
り
の

痛
み
に
悪
い
こ
と
ば
か
り
が
頭
に
浮

か
ん
だ
。事
故
当
時
、す
で
に
35
歳
に

な
っ
て
い
た
。

　

小
学
校
か
ら
始
め
た
サ
ッ
カ
ー
は
、

清
水
商
業
高
校（
現
桜
ヶ
丘
高
校
）時

代
に
高
校
総
体
、全
日
本
ユ

ー
ス
選
手
権
大
会
優
勝
と

い
う
形
で
実
を
結
ん
だ
。自

分
の
絶
頂
期
だ
っ
た
。

　

事
故
か
ら
２
年
後
、ニ
ュ

ー
ス
で
ア
ン
プ
テ
ィ
サ
ッ
カ

ー
を
見
て
衝
撃
を
受
け
、体

験
会
に
参
加
し
た
。ア
ン
プ

テ
ィ
サ
ッ
カ
ー
は
主
に
上
肢
、

下
肢
の
切
断
障
害
を
持
っ
た
選
手
が

プ
レ
ー
す
る
サ
ッ
カ
ー
。１
チ
ー
ム

７
人
制
。義
手
義
足
を
使
用
せ
ず
、ク

ラ
ッ
チ（
松
葉
杖
）を
使
用
し
て
競
技

す
る
。

　

学
生
時
代
は
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル
ダ
ー

だ
っ
た
が
、体
験
会
で
ゴ
ー
ル
キ
ー

パ
ー
を
試
し
に
や
っ
て
み
る
と
、一

人
だ
け
止
め
ら
れ
な
い
選
手
が
い
た
。

後
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
同
僚
と
な

る
ヒ
ッ
キ
ー
選
手
だ
っ
た
。「
絶
対
止

め
て
や
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。彼
と

同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
立
ち
た
い
、と

思
い
ま
し
た
」

　

最
初
は
神
奈
川
の
チ
ー
ム
に
所
属

し
、２
時
間
か
け
て
月
に
数
回
の
練

習
に
通
っ
た
。
25
分
ハ
ー
フ
で
一
日

２
試
合
、２
日
で
４
試
合
の
ケ
ー
ス

も
。「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
は

体
力
的
に
は
き
つ
い
。そ
ん
な
彼
ら

を
尊
敬
し
、自
分
は
最
後
の
砦
に
な

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

梅
原
さ
ん
は
今
、鈴
与
株
式
会
社

の
審
査
室
に
勤
め
、取
引
先
の
財
務

状
況
な
ど
を
調
べ
る
傍
ら
、土
日
、ア

ン
プ
テ
ィ
サ
ッ
カ
ー
に
励
ん
で
い
る
。

２
０
１
５
年
９
月
に
は
地
元
の
静
岡

県
で
チ
ー
ム
も
立
ち
上
げ
た
。チ
ー

ム
名
の「
ガ
ネ
ー
シ
ャ
」は
、タ
イ
の

像
の
神
様
。あ
ら
ゆ
る
障
害
を
取
り

去
り
成
功
に
導
く
守
護
神
と
い
う
。

　

ま
だ
チ
ー
ム
メ
イ
ト
は
３
人
だ
け
。

「
事
故
に
あ
っ
た
切
断
障
が
い
者
の

方
や
そ
の
家
族
の
心
の
支
え
に
な
る

こ
と
が
で
き
た
ら
。そ
う
考
え
て
い

る
。今
年
43
歳
に
な
る
。あ
と
何
年
で

き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、で
き
る

限
り
の
こ
と
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
」。２
０
１
６
年
に
行
わ
れ
る
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
に
視
線
は
向
か
っ
て
い

る
。

●
静
岡
県
焼
津
市
出
身
。１
９
９
４
年
中

京
大
学
体
育
学
部
卒
。小
学
校
か
ら
サ
ッ

カ
ー
を
始
め
る
。清
水
商
業
高
校
で
現
ジ

ュ
ビ
ロ
監
督
の
名
波
氏
、マ
リ
ノ
ス
の
山

田
氏
、ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
大
岩
氏
な
ど
多

く
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
と
プ
レ
ー
。高
校
総
体
、

全
日
本
ユ
ー
ス
選
手
権
大
会
全
国
制
覇
。

現
在
ガ
ネ
ー
シ
ャ
静
岡
Ａ
Ｆ
Ｃ
に
所
属
。

お
問
い
合
わ
せ
は「
ア
ン
プ
テ
ィ
サ
ッ
カ

ー
を
応
援
す
る
会　

静
岡
」（
代
表
原
正

英
さ
ん
）http

:/
/
a
m
p
u
te
e
-

shizuoka.com

ま
で
。

設
立
を
宣
言
し
た
。

梅
村
理
事
長
は
、中
京
大

学
の
長
期
計
画「
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
10
」で
取
り
組
む
卒
業

生
と
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
触

れ
、「
後
輩
た
ち
へ
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、共
に
学
術
と
ス
ポ
ー

ツ
の
殿
堂
を
築
い
て
い
き
た
い
」と

呼
び
か
け
た
。安
村
学
長
は「
皆
さ
ん

が
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
で
活
躍
さ
れ
、

大
学
の
力
に
な
っ
て
い
る
。よ
り
一

層
、母
校
に
愛
着
を
も
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」と
話
し
て
い
た
。

　

同
窓
会
に
先
立
ち
、今
年
で
３
回
目

と
な
る「
愛
知
県
庁
若
手
職
員
の
集

い
」も
開
か
れ
た
。県
庁
職
員
28
人
が

今
春
に
県
庁
に
入
る
４
年
生
11
人
と

顔
合
わ
せ
を
し
、絆
を
深
め
て
い
た
。

　

愛
知
県
内
の
同
窓
会
は
ほ
か
に
、

地
域
５
支
部
と
教
員
に
よ
る
学
校
部

会
や
警
察
部
会
が
あ
る
。

　

文
学
部
同
窓
会
設
置
準
備
委
員
会

も
同
日
行
わ
れ
た
。教
職
員
と
卒
業

生
約
50
人
が
集
ま
り
、文
学
部
が
50

周
年
を
迎
え
る
今
年
６
月
18
日
に
発

足
さ
せ
る
こ
と
を
決
め
た
。学
部
同

窓
会
は
、昨
年
に
法
学
部
同
窓
会
が

最
初
に
発
足
し
て
お
り
、昨
年
10
月
の

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
合
わ
せ

た
会
合
に
約
１
０
０
人
が
参
加
し
て

い
る
。

　

愛
知
県
庁
に
勤
め
る
本
学
卒
業

生
の
集
ま
り「
同
窓
会
愛
知
県
庁
職

員
会
」が
12
月
12
日
、発
足
し
た
。名

古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
第

一
回
同
窓
会
に
は
、54
人
の
県
庁
職

員
が
出
席
し
、梅
村
清
英
・
梅
村
学

園
理
事
長
、安
村
仁
志
・
中
京
大
学

学
長
、キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
ら

と
親
睦
を
深
め
た
。

　

資
格
対
策
講
座
が
開
講
さ
れ
た
２

０
０
５
年
度
以
降
に
県
庁
に
採
用
さ

れ
た
卒
業
生
が
約
１
０
０
人
と
な

り
、同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作

る
こ
と
に
な
っ
た
。鴨
下
友
洋
会
長

（
03
年
法
卒
）は「
公
務
員
を
目
指
し

て
い
る
後
輩
を
応
援
す
る
こ
と
で
県

庁
職
員
に
な
る
人
を
増
や
し
、大
学

に
恩
返
し
し
て
い
き
た
い
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」と
、同
窓
会
の

梅
原 

健
多
郎　
さ
ん

２
０
１
４
年
ア
ン
プ
テ
ィ
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
メ
キ
シ
コ
大
会
日
本
代
表

文
学
部
同
窓
会

　
　

６
月
に
発
足
へ

職員らと話す愛知県庁職員の同窓生ら

高校生に実技指導する梅原さん
（手前右）



　
　
　
　

成
果

学
生
活
動
の

11

崇
人
選
手（
13
年
体
育
卒
、洋
菓
子
の

ヒ
ロ
タ
）の
４
選
手
が
出
場
す
る
。

　

世
界
選
手
権
、四
大
陸
選
手
権
へ

の
派
遣
選
手
を
選
考
し
た
12
月
の
全

日
本
選
手
権（
札
幌
市
）で
は
、学
園

選
手
が
活
躍
し
た
。女
子
は
、休
養
を

は
さ
み
２
年
ぶ
り
出
場
の
浅
田
選
手

が
、シ
ョ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｐ
）

６
位
だ
っ
た
が
、フ
リ
ー
で
今
季
一

番
の
演
技
を
見
せ
て
総
合
３
位
と

な
っ
た
。本
郷
選
手
は
Ｓ
Ｐ
２
位
の

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
世
界
選

手
権（
３
月
23
日
│
29
日
、米
ボ
ス
ト

ン
）に
、浅
田
真
央
選
手（
中
京
大
学

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）、本
郷
理
華
選
手

（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
１
年
）、宇
野
昌

磨
選
手（
中
京
大
中
京
高
３
年
）の
学

園
３
選
手
が
出
場
す
る
。

　

ま
た
、四
大
陸
選
手
権（
２
月
16
日

│
21
日
、台
湾
・
台
北
）に
は
、本
郷

選
手
、宇
野
選
手
、村
上
佳
菜
子
選

手（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
３
年
）、無
良

　

プ
ロ
ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
田
中
恒
成
選
手（
経
済
学
部
２

年
、畑
中
ジ
ム
）が
見
事
、初
防
衛
に

成
功
し
た
。Ｗ
Ｂ
Ｏ
世
界
ミ
ニ
マ
ム

級
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
が
大
晦
日
の
12

月
31
日
、名
古
屋
市
中
区
の
愛
知
県

体
育
館
で
行
わ
れ
、田
中
選
手
は
、挑

戦
者
の
同
級
４
位
ビ
ッ
ク
・
サ
ル

ダ
ー
ル
選
手（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）を
、

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト（
Ｋ
Ｏ
）で
下
し
、昨

年
５
月
、日
本
人
ボ
ク
サ
ー
と
し
て

最
速
の
５
戦
目
で
獲
得
し
た
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
座
を
守
っ
た
。

　

田
中
選
手
は
試
合
後
、リ
ン
グ
上

で「
２
０
１
６
年
は
２
階
級
制
覇
を

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
話
し
、ミ

ニ
マ
ム
級
か
ら
ク
ラ
ス
を
上
げ
、さ

ら
な
る
飛
躍
を
約
束
し
た
。

　

第
１
ラ
ウ
ン
ド（
Ｒ
）は
両
選
手
と

も
様
子
見
の
構
え
だ
っ
た
が
、２
Ｒ

か
ら
サ
ル
ダ
ー
ル
選

手
が
長
い
リ
ー
チ
を

生
か
し
て
田
中
選
手

の
顔
面
を
中
心
に
先

に
パ
ン
チ
を
当
て
始

め
た
。５
Ｒ
に
は
、田

中
選
手
が
右
ス
ト

レ
ー
ト
を
顔
面
に
浴

び
、腰
か
ら
マ
ッ
ト
に

崩
れ
た
。ア
マ
チ
ュ
ア

時
代
も
含
め
初
の
ダ

ウ
ン
を
喫
し
た
。

　

し
か
し
６
Ｒ
、田
中
選
手
は
耽
々

と
狙
っ
て
い
た
。サ
ル
ダ
ー
ル
選
手

が
嫌
が
る
ボ
デ
ィ
ー
攻
撃
に
勝
機
を

見
出
し
、相
手
が
踏
み
込
ん
で
き
た

と
こ
ろ
に
強
烈
な
左
ボ
デ
ィ
ー
ブ

ロ
ー
を
見
舞
っ
た
。サ
ル
ダ
ー
ル
選

手
は
立
ち
上
が
れ
ず
、２
分
15
秒
、逆

転
の
Ｋ
Ｏ
勝
ち
を
決
め
た
。

　

試
合
会
場
に
は
梅
村
清
英
・
梅
村

学
園
理
事
長
、安
村
仁
志
・
中
京
大
学

学
長
を
は
じ
め
、教
職
員
、学
生
、卒

業
生
ら
１
０
０
人
余
り
が
駆
け
つ

け
、メ
ガ
ホ
ン
を
手
に
声
援
を
送
っ

た
。

　

試
合
は
サ
ル
ダ
ー
ル
選
手
の
ペ
ー

ス
で
進
み
、中
京
大
応
援
席
の
表
情

も
徐
々
に
引
き
締
ま
り
、「
コ
ー
セ
イ
、

先
に
パ
ン
チ
を
出
せ
」と
必
死
の
声

援
を
飛
ば
し
た
。パ
ン
チ
の
応
酬
に

は
盛
ん
に
メ
ガ
ホ
ン
を
打
ち
鳴
ら
し

た
。６
Ｒ
、中
京
大
応
援
席
の
ボ
ル

テ
ー
ジ
が
頂
点
に
達
し
た
。田
中
選

手
の
逆
転
Ｋ
Ｏ
が
決
ま
る
と
、応
援

席
は
、は
ち
切
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔

で
あ
ふ
れ
た
。リ
ン
グ
上
で「
約
束
通

り
Ｋ
Ｏ
勝
ち
で
き
ま
し
た
が
、ま
だ

ま
だ
未
熟
で
す
。も
っ
と
成
長
し
て

好
成
績
だ
っ
た
が
、フ
リ
ー
で
や
や

伸
び
ず
４
位
、村
上
選
手
は
６
位

だ
っ
た
。男
子
は
宇
野
選
手
が
ほ
ぼ

完
璧
に
近
い
演
技
で
２
位
と
な
り
、

無
良
選
手
も
実
力
を
発
揮
し
て
３
位

と
な
っ
た
。小
塚
崇
彦
選
手（
体
育
学

修
士
２
年
）は
５
位
、日
野
龍
樹
選
手

（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
３
年
）は
８
位

だ
っ
た
。

　

世
界
選
手
権
に
向
け
て
、浅
田
選

手
は「
自
分
の
で
き
る
こ
と
全
て
を

出
し
て
、悔
い
な
く
終
わ
れ
る
よ
う

に
、頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。応
援

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
」と
決
意
を

述
べ
、２
年
連
続
出
場
の
本
郷
選
手

は「
Ｓ
Ｐ
、フ
リ
ー
と
も
に
自
分
が
納

得
で
き
る
演
技
を
し
た
い
」、宇
野
選

手
は「
初
出
場
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
な
い
よ
う
に
メ
ン
タ
ル
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
臨
み
た
い
」と
話
し

て
い
る
。

い
き
た
い
」と
話
し
た
田
中
選
手
に

「
コ
ー
セ
イ
、良
く
や
っ
た
。も
っ
と
頑

張
れ
」と
拍
手
を
送
っ
た
。

　

文
化
会
の
９
ク
ラ
ブ
が
12
月
、演

奏
会
や
展
示
会
な
ど
を
開
催
し
、練

習
の
成
果
を
披
露
し
た
。演
奏
会
は

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
、中
京

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
、吹

奏
楽
部
、和
楽
部
、軽
音
楽
部
、

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
ク
ラ
ブ
。美
術
部

と
漫
画
研
究
会
は
作
品
展
、劇
団
い

か
づ
ち
が
劇
を
上
演
し
た
。

　
和
楽
部
は
12
月
20
日
、名
古
屋
キ
ャ

ン
パ
ス
の
清
明
ホ
ー
ル
で
琴
・
三
味

線
・
尺
八
の
合
奏
な
ど
10
曲
を
演
奏
。

約
１
１
０
人
が
耳
を
傾
け
た
。和
楽

部
長
の
中
東
里
菜
子
さ
ん（
文
学
部

２
年
）は「
初
め
て
合
奏
曲
に
挑
戦

し
、癒
さ
れ
た
と
の
声
を
多
く
も
ら

え
た
」と
話
し
て
い
た
。

大
学
関
係
１
０
０
人

メ
ガ
ホ
ン
を
手
に
応
援

演
奏
会
や
展
示
会
開
催

　
　

文
化
会
９
ク
ラ
ブ

浅
田
選
手
２
年
ぶ
り

本
郷
選
手
２
年
連
続

宇
野
選
手
は
初
め
て

む   

ら

た
か
ひ
と

相手をロープに追いつめる田中選手

浅田選手

本郷選手

宇野選手

（写真提供 中日新聞）



学部 学科

2016年度　AO・推薦入試　志願・合格者数　（人）

定員 志願者数
2016年度 2015年度

合格者数
2016年度 2015年度

文

国際英語

国際教養
心理

現代社会

法
総合政策
経済
経営

工

スポーツ科

日本文
言語表現
歴史文化

  国際英語 国際英語キャリア専攻
  国際英語 英語圏文化専攻
  国際英語 国際学専攻

国際教養
心理

  現代社会 社会学専攻
  現代社会 コミュニティ学専攻
  現代社会 社会福祉学専攻
  現代社会 国際文化専攻

法律
総合政策
経済
経営

機械システム工
電気電子工
情報工

メディア工
スポーツ教育
競技スポーツ科
スポーツ健康科

44
58
66
65
25
59
61
128
77
79
24
17
256
195
458
293
55
39
62
27
108
303
199
2,698

53
51
53
78
47
35
95
119
123
83
28
16
256
141
433
318
81
47
72
31
103
320
208
2,791

23
23
23
18
18
18
36
50
34
34
16
15
114
82
125
106
30
30
30
22
40
190
30

1,107

32
30
27
31
18
26
43
61
59
59
17
12
182
107
219
150
33
28
39
25
44
204
39

1,485

33
29
36
24
29
26
54
63
54
59
15
11
160
110
230
143
40
29
42
26
45
184
45

1,487

※併設校・附属校推薦の志願者・合格者は除く
※第2志望合格者を含まない

現代社会･法･経済学部
文学部
国際英語学部（国際英語学科）
国際英語学部（英米文化学科）
国際教養学部
心理学部
総合政策学部
経営学部
工学部
スポーツ科学部
現代社会･法･経済学部
文学部
国際英語学部（国際英語学科）
国際英語学部（英米文化学科）
国際教養学部
心理学部
総合政策学部
経営学部
工学部
スポーツ科学部
スポーツ科学部
心理学部
工学部
スポーツ科学部
文学部
経営学部
現代社会･法･経済学部
文学部
国際英語学部（国際英語学科）
国際英語学部（英米文化学科）
国際教養学部
心理学部
総合政策学部
経営学部
工学部
スポーツ科学部

2016年度　在学生の学費　（単位: 円）

授
業
料

教
育
充
実
費

実験
実習費

合
計

オリエン
テーション
実習費

入学金
1年生学年項目 2年生 3年生 4年生

特別施設
設備費

755,000
775,000
785,000

805,000
810,000
805,000
755,000
885,000
840,000
230,000
230,000
280,000

240,000
275,000
230,000
230,000
345,000
300,000
50,000
10,000
60,000
20,000

985,000
1,005,000
1,065,000

1,045,000
1,095,000
1,035,000
985,000
1,290,000
1,210,000

200,000
745,000
765,000
775,000

795,000
800,000
795,000
745,000
875,000
830,000
230,000
230,000
280,000

240,000
275,000
230,000
230,000
345,000
300,000
50,000
30,000
60,000
40,000
6,000
15,000

1,175,000
1,201,000
1,255,000

1,235,000
1,305,000
1,225,000
1,190,000
1,480,000
1,420,000

765,000
785,000
795,000

815,000
820,000
815,000
765,000
895,000
850,000
230,000
230,000
280,000

240,000
275,000
230,000
230,000
345,000
300,000
50,000
10,000
60,000
20,000

995,000
1,015,000
1,075,000

1,055,000
1,105,000
1,045,000
995,000
1,300,000
1,220,000

775,000
795,000
805,000
795,000
825,000
830,000
825,000
775,000
905,000
860,000
230,000
230,000
280,000
240,000
240,000
275,000
230,000
230,000
345,000
300,000
50,000
10,000
60,000
20,000

1,005,000
1,025,000
1,085,000
1,035,000
1,065,000
1,115,000
1,055,000
1,005,000
1,310,000
1,230,000

合計

12

２
０
１
６
年
度
入
試

Ａ
Ｏ
・
推
薦

志
願
者
２
６
９
８
人

　

本
学
の
２
０
１
６
年
度
入
学
試
験

が
10
月
10
日
、
国
際
英
語
学
部
と
国

際
教
養
学
部
の
Ａ
Ｏ
入
試
で
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

推
薦
入
試
は
、
11
月
14
日
に
本
学

会
場
で
特
Ⅰ（
一
部
）・
特
Ⅲ
を
、
11

月
21
日
に
一
般
・
特

Ⅰ
・
特
Ⅱ
を
本
学
会

場
に
加
え
全
国
15
会

場
で
実
施
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
の
Ａ

Ｏ
入
試
お
よ
び
一
般

推
薦
入
試
「
実
技
型
」
は
11
月
28
日

に
実
施
し
た
。
志
願
者
数
は
全
学
部

合
計
で
２
６
９
８
人（
前
年
２
７
９

１
人
）、
合
格
者
は
１
４
８
５
人

（
同
１
４
８
７
人
）。（
い
ず
れ
も
附

属
校
、
併
設
校
を
除
く
）。

　

前
期
入
試
の
出
願
が
１
月
７
日
か

ら
始
ま
り
、
１
月
15
日
に
締
め
切
ら

れ
た
Ｍ
方
式
の
志
願
者
数
が
確
定
し

た
。
３
７
３
３
人
（
前
年
３
８
０
３

人
）。

　

Ａ
方
式
、
得
意
科
目
重
視
型
Ｃ
Ｐ

方
式
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式

（
３
科
目
型
）は
１
月
22
日
、
セ
ン
タ

ー
試
験
利
用
方
式
４
科
目
型
、
５
科

目
型
は
２
月
２
日
が
出
願
締
め
切
り
。

　

試
験
日
は
２
月
１
日
が
Ｍ
方
式
、

２
月
４
、
５
、
６
、
８
日
が
Ａ
方
式
、

２
月
７
日
が
得
意
科
目
重
視
型
Ｃ
Ｐ

方
式
の
６
日
間
（
セ
ン
タ
ー
試
験
利

用
方
式
は
個
別
試
験
を
課
さ
な
い
）。

全
国
18
会
場
で
実
施
す
る
。

　

合
格
発
表
は
全
方
式
２
月
17
日
。

　

本
学
は
３
月
７
日
に
後
期
日
程
Ｆ

方
式
の
試
験
を
全
国
13
会
場
で
実
施

す
る
。
願
書
受
付
は
２
月
17
―
26
日
。

　

個
別
試
験
を
課
さ
な
い
後
期
日
程

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
方
式
の
願
書
受

付
は
２
月
17
日
―
３
月
10
日
。

　

い
ず
れ
も
前
期
試
験
と
同
様
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
の
受
験
料
割
引

「
Ｎ
ｅ
ｔ
割
」が
適
用
さ
れ
る
。

後
期　
２
月
17
日
よ
り
受
付

前
期　
志
願
者
速
報

　
　
　
　
　
　
（
１
月
18
日
現
在
）
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６
人
が
在
籍
す
る
坂
井
誠
教
授
の

大
学
院
の
ゼ
ミ
は
、
不
安
や
ス
ト
レ

ス
、
抑
う
つ
な
ど
臨
床
心
理
学
の
幅

広
い
領
域
を
扱
う
。

　

簗
瀬
美
咲
さ
ん（
修
士

２
年
）が
修
士
論
文
に
向

け
て
い
じ
め
予
防
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
る
。
小
学

校
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

な
ど
の
問
題
解
決
訓
練
を
行
い
、
い

じ
め
が
な
か
っ
た
こ
と
を
検
証
し
た
。

大
学
院
で
は
、
週
１
回
、
丸
一
日
か

け
て
行
う
病
院
実
習
や
本
学
の
臨
床

心
理
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
の

検
討
会
な
ど
も
行
う
。

　

ゼ
ミ
の
後
輩
た
ち
に
は
、
臨
床
心

理
士
の
入
り
口
と
な
る
大
学
院
を
目

指
す
学
部
生
も
多
く
、
３
年
生
は
現

在
、
７
、
８
時
間
も
の
自
主
学
習
を

行
っ
て
い
る
。
大
学
院
生
ら
は
、
学

部
生
の
発
表
の
指
導
や
進
学
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
。
知
識
の
確
認
と
と

も
に
、
縦
の
連
携
を
強
め
て
い
る
。

　

坂
井
教
授
は
「
同
級
生
は
働
い
て

い
る
の
だ
か
ら
、
学
生
で
は
な
く
大

人
と
し
て
の
立
ち
振
る
舞
い
を
」
と

大
学
院
生
に
呼
び
か
け
る
。
伊
藤
未

来
さ
ん（
修
士
１
年
）は
「
実
習
で
患

者
さ
ん
と
対
面
す
る
と
、
プ
ロ
だ
と

思
っ
て
話
し
て
く
れ
る
」
と
気
を
引

き
締
め
る
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
を
受
け
て
２
年
後
、
公
認
心
理
師

の
国
家
資
格
が
初
め
て
誕
生
す
る
。

「
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
、
同
じ
目
線
で

楽
し
く
治
療
を
進
め
て
い
け
た
ら
」

と
、
ゼ
ミ
生
は
口
を
揃
え
た
。

　

加
納
政
芳
教
授
の
ゼ
ミ
は
「
人
と

生
活
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
研
究
し
て

い
る
。
工
学
部
で
は
グ
ル
ー
プ
単
位

で
研
究
テ
ー
マ
を
設
け
る
こ
と
が
多

い
が
、
加
納
ゼ
ミ
の
18
人
は
各
々
が

個
別
の
研
究
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
。

自
主
性
や
主
体
性
を
育
て
る
た
め
、

学
生
自
身
が
考
え
、
決
め
て
い
る
。

　

産
業
ロ
ボ
ッ
ト
は
正
確
さ
や
速
さ

な
ど
の
効
率
や
コ
ス
ト
を
求
め
ら
れ

る
の
に
対
し
、
人
と
か
か

わ
る
ロ
ボ
ッ
ト
は
客
観
的

な
指
標
が
な
い
。
ゼ
ミ
生

が
研
究
・
開
発
す
る
の
は
、

高
齢
者
と
話
を
す
る
ロ
ボ

ッ
ト
や
人
と
一
緒
に
勉
強

し
て
教
育
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
。

実
際
に
使
っ
て
み
て
ど
う
だ
っ
た
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

分
析
し
て
改
善
し
て
い
く
。

　

加
納
教
授
は
「
社
会
に
出
れ
ば
、

答
え
が
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
研

究
が
な
ぜ
失
敗
し
た
か
、
人
に
ど
う

し
た
ら
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
か
を

考
え
る
こ
と
が
大
事
」
と
話
し
て
い

る
。
進
学
も
自
分
の
意
志
で
、
と
呼

び
か
け
る
。
加
納
教
授
の
研
究
室
に

は
大
学
院
生
が
６
人
在
籍
す
る
。

　

七
野
樺
穂
さ
ん（
３
年
）は
ロ
ボ
ッ

ト
と
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

活
用
す
る
た
め
、
音
声
を
オ
ノ
マ
ト

ペ
（
擬
音
語
や
擬
態
語
）
に
変
換
す

る
研
究
に
取
り
組
む
。「
今
は
研
究

が
と
て
も
楽
し
い
。
技
術
者
と
し
て

頑
張
っ
て
い
く
た
め
に
進
学
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
た
。

工
学
部　

加
納
ゼ
ミ

人
と
関
わ
る
ロ
ボ
ッ
ト

答
え
探
し
な
が
ら
開
発

経
済
学
部　

都
丸
ゼ
ミ

大
学
院
進
学
見
据
え
た

サ
ブ
ゼ
ミ
で
数
学
特
訓

心
理
学
研
究
科　

坂
井
ゼ
ミ

研
究
や
勉
強
重
ね

臨
床
心
理
士
め
ざ
す

　

都
丸
善
央
准
教
授
の
ゼ
ミ
は
、
柿

元
純
男
教
授
の
ゼ
ミ
と
の
合
同
ゼ
ミ

だ
。
テ
ー
マ
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
を
応

用
し
た
「
規
制
と
競
争
の
経
済
学
」。

互
い
に
利
害
が
対
立
す
る
場
合
の
行

動
を
数
学
的
に
と
ら
え
る
「
ゲ
ー
ム

理
論
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

教
員
２
人
体
制
の
た
め
、
ゼ
ミ
生

た
ち
か
ら
は
き
め
細
や
か
な
授
業
が

好
評
だ
。
清
水
俊
孝
さ
ん
（
３
年
）

は
、「
二
つ
の
目
線
で
答
え
て
く
れ

た
り
、
教
科
書
に
載
っ
て

い
る
以
上
の
こ
と
ま
で
一

緒
に
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
話
す
。

　

都
丸
准
教
授
ら
は
「
理

論
を
研
究
す
る
た
め
に
は

他
の
人
が
証
明
し
て
き
た
理
論
の
基

本
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
数
学
が
必
須
。
ゼ
ミ
の
時
間
だ

け
で
は
足
り
な
い
」
と
、
月
曜
日
の

５
限
目
に
２
｜
４
年
合
わ
せ
て
４
人

と
少
な
い
が
、
サ
ブ
ゼ
ミ
と
し
て
柿

元
教
授
の
研
究
室
で
数
学
の
研
究
会

を
行
っ
て
い
る
。
経
済
数
学
や
大
学

院
受
験
の
た
め
の
勉
強
と
し
て
、
現

在
は
線
形
代
数
や
微
積
、
集
合
論
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

山
本
磨
祐
理
さ
ん（
２
年
）は
「
購

買
な
ど
の
経
済
行
動
が
理
論
で
説
明

で
き
る
の
が
面
白
く
、
研
究
の
道
に

進
み
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。
勉

強
が
好
き
な
ゼ
ミ
仲
間
と
、
論
理
的

思
考
を
重
ね
な
が
ら
進
学
を
目
指
す
。

自主的に研究に取り組む加納ゼミ生

教員と議論しながら開かれるサブゼミ

坂井教授のアドバイスを聞くゼミ生

と　
ま
る

し
ち　
の

や
な　
せ

く

み
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（
ア
メ
リ
カ
航
空
宇

宙
局
）の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｓ

（
ア
リ
ス
）ス
ク
ー

ル
コ
ン
タ
ク
ト
」の
一
環
。

　

交
信
は
、国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
台
湾
上
空
に
差
し
掛
か
る
18
時

半
頃
か
ら
10
分
間
行
わ
れ
た
。卒
業

生
、保
護
者
も
含
め
約
６
０
０
人
が

見
守
る
中
、児
童
14
人
が「
宇
宙
で
紙

飛
行
機
を
飛
ば
す
と
ど
う
な
り
ま
す

か
」な
ど
と
質
問
し
た
。油
井
飛
行
士

は「
や
っ
て
み
た
こ
と
が
な
い
が
、ぜ

　

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
滞
在

す
る
宇
宙
飛
行
士
、油
井
亀
美
也
さ

ん
と
弥
富
市
立
弥
生
小
学
校
の
５
、

６
年
生
が
12
月
４
日
、工
学
部
の
磯

直
行
教
授
の
仲
介
で
無
線
交
信
を
し

た
。

　

宇
宙
飛
行
士
と
の
交
信
を
通
じ
、

子
ど
も
た
ち
が
科
学
技
術
や
宇
宙
へ

の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

ひ
実
験
し
た
い
」な
ど
と
丁
寧
に
答

え
、「
み
な
さ
ん
と
お
話
で
き
て
光
栄

で
う
れ
し
い
。勉
強
し
て
、家
族
の
手

伝
い
を
す
れ
ば
、宇
宙
飛
行
士
に
な

る
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
」と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　

質
問
し
た
児
童
は「
油
井
さ
ん
か

ら
返
事
が
返
っ
て
き
た
瞬
間
が
一
番

緊
張
し
た
が
、と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
」と
話
し
、「
あ
ん
な
に
遠
く
離
れ

て
、速
く
移
動
し
て
い
る
の
に
、お
互

い
に
声
が
届
い
て
感
動
し
た
」と
興

奮
し
て
い
た
。

　

中
京
大
学
の
公
開
講
座「
景
気
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム　

来
年
の
経
済
見
通

し
」が
12
月
１
日
、名
古
屋
市
の
マ
リ

オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、１
１
０
０
人
が
聴
講
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
は
波
多
野
淳
彦
・
中

部
経
済
産
業
局
長
、小
笠
原
剛
・
三
菱

東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
副
頭
取
、種
村
均
・

ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ
ド
代

表
取
締
役
会
長
、内
田
俊
宏
・
中
京
大

学
経
済
学
部
客
員
教
授
の
４
人
。奥

野
信
宏
・
梅
村
学
園
理
事
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、「
日
本
経
済

の
現
状
と
中
長
期
の
課
題
」「
名
古
屋

圏
の
経
済
と
産
業
」な
ど
を
テ
ー
マ

に
話
を
進
め
た
。

　

波
多
野
氏
は
、資
源
安
が
資
源
国

経
済
の
停
滞
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と

や
、テ
ロ
が
日
本
に
と
っ
て
重
要
な

自
由
貿
易
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
と

し
た
う
え
、「
非
正
規
労
働
者
も
経
済

を
大
き
く
し
て
い
る
た
め
、賃
上
げ

が
重
要
。労
働
力
は
付
加
価
値
の
高

い
産
業
へ
向
か
う
だ
ろ
う
」と
話
し

た
。

　

名
古
屋
圏
の
経
済
に
つ
い
て
は
、

小
笠
原
氏
が「
名
古
屋
駅
前
を
含
む

地
域
開
発
で
、79
件
１
兆
円
が
同
時

に
動
い
て
い
る
。こ
れ
ほ
ど
活
発
な

地
域
は
日
本
中
で
他
に
な
い
だ
ろ

う
。日
本
の
も
の
づ
く
り
は
名
古
屋

だ
と
い
う
認
知
度
を
高
め
た
い
」と

述
べ
た
。

　

ま
た
、２
０
１
６
年
の
経
済
見
通

し
に
つ
い
て
は
、内
田
教
授
は
干
支

に
ち
な
ん
だ
経
済
の
格
言
を
織
り
交

ぜ
て「『
申
酉
騒
ぐ
』と
言
う
よ
う
に

株
価
は
前
半
乱
高
下
す
る
が
、夏
場

以
降
は
賃
上
げ
の
効
果
で
上
向
き
に

な
り
そ
う
。
17
年
４
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
消
費
税
引
き
上
げ
の
駆
け
込

み
需
要
も
前
回
ほ
ど
で
は
な
い
が
あ

る
だ
ろ
う
」と
指
摘
。種
村
氏
も「
中

国
経
済
が
減
速
し
て
も
、国
内
の
消

費
行
動
に
変
化
が
な
く
、米
国
経
済

も
順
調
な
た
め
、期
待
で
き
る
」と
、

経
済
が
踊
り
場
を
脱
し
て
緩
や
か
に

回
復
す
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。

スポーツバイオ科学と
先進スポーツギアの開発

湯浅　景元
（スポーツ科学部教授）他著

…
　スポーツを安全かつ効果的に
行うためには、使用する用具（ス
ポーツギア）の性能がつよく関係
してくる。これまでにもスポーツ
ギアの開発は進められてきた
が、これからは今まで以上にス
ポーツを実施するヒトと用具の
関連性を考慮しながらスポーツ
ギアを開発しなければならない。
この本は、将来を見据えたス
ポーツギアの開発について32名
の専門家が説いている。
シーエムシー出版　
2015年6月30日刊　241頁
本体 64,000円+税

Technoscience and Post- 
phenomenology:
The Manhattan Papers (Post- 
phenomenology and the 
Philosophy of Technology)

長滝　祥司
（国際教養学部教授）他著

…
　レキシントン・ブックスによる
ポスト現象学に関する新シリー
ズの第一巻である。ポスト現象
学とは、技術哲学、プラグマティ
ズム、現象学を中心として前世
紀末に始まった分野融合的な
研究動向である。本書は、その創
始者と中心メンバーたちによる
マンハッタンでの会議をもとに
編まれたもので、ポスト 現象学
の概念と方法論がもつ展開力を
遺憾なく示す記念碑的アンソロ
ジーとなっている。
Lexington Books　
2015年10月刊　280頁
本体 $80.24

景気シンポジウム
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『
沙
石
集
』は
、尾
張
国
木
賀
崎（
現

名
古
屋
市
東
区
）の
長
母
寺
住
持
の

無
住
に
よ
っ
て
、鎌
倉
時
代
後
期
に

著
さ
れ
た
。卑
俗
な
説
話
を
例
と
し

て
、仏
教
の
教
え
を
説
く
啓
蒙
的
な

仏
教
説
話
集
。こ
の
本
は
そ
の
古
活

字
版
だ
が
、巻
七
下
一
冊
の
み
の
端

本
。国
語
学
者
で
あ
っ
た
吉
田
澄
夫

氏
の
旧
蔵
書
。

　

本
書
の
古
活
字
版
に
は
数
種
が
あ

る
が
、中
京
大
本
は
本
文
行
数
が
十

二
行
で
、匡
郭（
本
文
の
周
囲
の
枠
）

が
単
辺（
一
本
線
）。そ
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
の
は
、慶
長
元
和
中
刊
本

と
元
和
四
年（
１
６
１
８
）刊
本
の

み
。国
立
国
会
図
書
館
が
後
者
の
揃

本
を
蔵
す
る
の
で
、同
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
画
像
と
比
較
し
て
み

た
と
こ
ろ
、同
版
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。本
文
は
漢
字
片
仮
名
交
じ

り
で
読
み
や
す
い
。

　
『
沙
石
集
』は
伝
本
に
よ
り

説
話
の
多
寡
が
あ
り
、ま
た

巻
の
編
成
や
説
話
の
配
列
も

様
々
だ
が
、古
活
字
版
以
下

の
、い
わ
ゆ
る
流
布
本
の
巻

七
下
は
、写
本
で
石
川
武
美

記
念
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
蔵

の
梵
舜
本（
日
本
古
典
文
学

大
系
底
本
）の
巻
七
前
半
、市

立
米
沢
図
書
館
蔵
興
譲
館

（
米
沢
藩
の
藩
校
）旧
蔵
の
米

沢
本（
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
底
本
）の
巻
九
前
半
に

あ
た
る
。嫉
妬
、殺
害
等
の
妄

念
妄
執
説
話
十
一
話
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。

（
文
学
部
教
授　

柳
沢 

昌
紀
）

　

法
学
部
の
𡈽
岐
孝
宏
教
授
が
10
月

24
日
、第
５
回
日
本
保
険
学
会
賞（
論

文
賞
）を
受
賞
し
た
。

　

日
本
保
険
学
会
賞
は
、保
険
分
野

の
研
究
と
し
て
、独
自
性･

独
創
性･
新

規
性
の
あ
る
見
解
を
示
し
、研
究
成

果
の
蓄
積
に
貢
献
し
た
著
書
ま
た
は

論
文
の
著
者
に
対
し
贈
ら
れ
る
。「
著

書
の
部
」、「
論
文
の
部
」が
あ
り
、𡈽
岐

教
授
は「
論
文
の
部
」で
受
賞
し
た
。法

学
の
分
野
で
は
４
年
ぶ
り
２
人
目
と

な
る
。法
学
の「
著
書
の
部
」の
受
賞
者

は
賞
の
創
設
以
来
出
て
い
な
い
。

　
𡈽
岐
教
授
は
、ド
イ
ツ
に
お
け
る
判

例
・
学
説
の
変
化
に
着
想
を
得
て
、損

害
保
険
契
約
法
に
お
け
る
中
心
概
念

と
し
て
の
損
害
て
ん
補
原
則
に
か
か

る
基
礎
的
理
解
を
再
構
成
。わ
が
国
の

学
説
と
し
て
、新
し
い
法
解
釈
論
を
定

立
す
る
努
力
が
評
価
さ
れ
た
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
技
術
の
実
利
用
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ（
Ｖ
ｉ
Ｅ
Ｗ
２
０
１
５
、12

月
３
、４
日
、横
浜
）で
情
報
科
学
研

究
科
大
学
院
研
究
生
の
小
西
嘉
典
さ

ん（
オ
ム
ロ
ン
株
式
会
社
）と
工
学
部

の
橋
本
学
教
授
ら
の
研
究
に
対
し

て
、精
密
工
学
会
画
像
応
用
技
術
専

門
委
員
会
優
秀
論
文
賞「
小
田
原
賞
」

が
授
与
さ
れ
た
。

　

受
賞
論
文
は「
階
層
的
統
合
モ
デ

ル
を
用
い
た
単
眼
カ
メ
ラ
か
ら
の
高

速
３
次
元
物
体
位
置
・
姿
勢
認
識
」。

一
般
的
な
カ
メ
ラ
１
個
を
使
う
だ
け

で
、３
次
元
物
体
の
位
置
や
姿
勢
を

高
速
に
知
覚
で
き
る
技
術
に
つ
い
て

書
か
れ
て
い
る
。コ
ン
パ
ク
ト
な
装

置
構
成
と
、安
定
し
た
性
能
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。生
産
シ
ス
テ
ム
や
家

庭
用
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、応
用
分
野
が

大
き
く
拡
大
す
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
と
い
う
。橋
本
教
授
は「
こ
の
技
術

を
学
術
的
視
点
で
さ
ら
に
発
展
さ
せ

る
と
と
も
に
、実
現
場
で
利
用
で
き

る
シ
ス
テ
ム
開
発
を
推
進
す
る
予

定
」と
話
し
て
い
る
。

　
本
学
は
３
月
19
日
、名
古
屋
市
中
区

の
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館
で
、２

０
１
５
年
度
卒
業
証
書
、学
位
授
与

式
を
開
催
す
る
。正
式
な
案
内
は
３

月
上
旬
頃
、卒
業
決
定
者
の
保
護
者

宛
に
郵
送
す
る
。保
護
者
席
は
市
民

会
館
の
３
、４
階
と
な
る
。「
午
前
の

部
」と「
午
後
の
部
」で
次
の
学
部
、大

学
院
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

◆

◉
午
前
の
部　

10
時
半

【
学
部
】文
、国
際
英
語
、国
際
教
養
、

心
理
、総
合
政
策
、経
済
、経
営

【
大
学
院
】文
学
、国
際
英
語
学
、心
理

学
、経
済
学
、経
営
学
、ビ
ジ
ネ
ス
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

◉
午
後
の
部　

13
時
半

【
学
部
】現
代
社
会
、法
、情
報
理
工
、

ス
ポ
ー
ツ
科
、体
育

【
大
学
院
】社
会
学
、法
学
、情
報
科

学
、体
育
学
、法
務

名
誉
教
授

元
国
際
英
語

　
　

学
部
教
授

渡
辺
忠
夫
さ
ん

（
わ
た
な
べ
・
た
だ
お
）

８
月
９
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。76

歳
。71
〜
09
年
在
職
。英
語
英
文

学
概
論
。

ち
ょ
う
ぼ   

じ

し
ゃ
せ
き
し
ゅ
う

き
ょ
う
か
く

る  

ふ  

ぼ
ん

せ
い 

き 

ど
う

ぼ
ん
し
ゅ
ん

こ
う
じ
ょ
う
か
ん

む
じ
ゅ
う

こ  

か
つ

じ  

ば
ん

ほ
ん

は

◉ 

𡈽
岐
教
授（
法
）が
日
本
保
険
学
会
賞

◉ 

橋
本
学
教
授（
工
）ら
小
田
原
賞

新
し
い
法
解
釈
論
に
貢
献

実
用
的
な
知
覚
技
術

𡈽岐教授
橋本教授（左）と小西さん

訃
報

ど   

き

沙
石
集
（
貴
１
３
５
）

啓
蒙
的
な
仏
教
説
話
集

図書館の貴
重
書
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